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C O N T E N T S

後藤 裕介 先生（ソフトウェア情報学部）おすすめ図書

「学習する組織」 ピーター・M.センゲ著 英治出版（2011年）

「最強組織の法則」ピーター・M.センゲ著 徳間書店（1995年）

News

大学で経営工学を学んでいた私は4年生の夏休みに本書の原著旧版翻訳書である「最強組織の法則」と出会いまし
た。変化の激しい環境に適応する組織に関心があった私は自室で汗をかきながら読み進めたときの知的興奮を今で
も覚えています。
学生のみなさんも何らかの組織に所属されていると思いますが、その組織は必ずしも成功ばかりというわけでは

ないと思います。これまでうまくいっていた方法が突如通用しなくなった。慌てて対策を考えて実施したけれど、
却って事態は悪化して取り返しがつかなくなってしまった。最悪なのは、なぜそうなったのか皆が頭を捻ってもわ
からないことだ。一体、今回の失敗は誰が悪かったのだろうか？
多くの組織で問題があったときには原因探しが行われ、組織内外の自分たち以外の誰かのせいにしがちですが、

本書では組織が直面する大きな問題は「誰か」が原因ではなく、「システム」が原因であると考えます。当時の私
は、誰かが悪いのではなく、誰も悪くないのである（そして勝ち負けではないのだ）という考え方に感銘を受けま
した。
本書は組織で問題が起こる原理を因果関係のパターンに着目し説明した上で、これらのパターンへ対処できない

のは組織の学習障害が原因であるとしています。そしてこの解毒剤はシステム思考、自己マスタリー、メンタル・
モデル、共有ビジョン、チーム学習の5つのディシプリン（学習し修得すべき理論及び技術の総体）であり、これら
学習ディシプリンの実践が変化の激しい環境に適応できる「学習する組織」を築き上げるとしています。
この紹介を読んで少しとっつきにくいと感じたかもしれませんが、本書では実際の企業のエピソードなどが豊富

に紹介されており、様々な概念の理解に苦労することはないと思います。原注を含め581ページの大著ですが、大
学生だからこそチャレンジしてほしい1冊です。なお、原著旧版翻訳書である「最強組織の法則」は404ページと分
量は少ないです。こちらも図書館に所蔵されているそうなので、あまり時間が取れないのであればこちらをおすす
めします。
良い本の条件の一つは、読み手の経験や感性の変化に応じて、読むたびに新たな学びや感動があることだと考え

ています。この意味で本書は学生のみなさんへ私が自信を持っておすすめできる1冊です。
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